
6丁

ネ
ジ
レ
ム
有
′
、
ユ
「
首
一
考
藷
藻
穣
甚

o
呼
を
手
「
立
の
9
中
土
乙
呈
カ
ニ
イ
「
↑
⑦

謀
卓
の
宮
鳩
の
古
、
利
の
乙
、
小
才
レ
㌢
平
子

名
の
/
白
ゼ
ナ
土
云
遼
五
、
割
ユ
坪
去

□

〇
十
立
田
Y
半
空
理
「
く
、
詑
十

手
ん
呼
詑
標
彰
や
訓
と
)
∠
千
二
三

〇
十

立
を
千
9
争
う
尊
卑
昨
主
宰
̃
こ
諸
の
空

事
「
〉
単
「
布
寄
倒
∠
セ
レ
ム
、
そ
鶴
岡

の
/
信
幸
十
王
ム
⑦
ヱ
十
五
着
〆
、
ん
孝

「
団
結
工
乙
雅
号
灘
の
∠
{
ゼ
レ
ム
種
と
レ

ム
有
∠
の
く
信
幸
レ
土
乙
ふ
ふ
ふ
二
。
γ

奇
手
ん
営
利
標
尊
王
の
中
耳
土
手
判
事
雪

印
助
言
÷
昨
亀
子
、
可
手
中
、
ユ
盟
Y
千
割
ゼ

ロ
、
尊
皇
デ
史
書
豊
子
γ
‡
‡
こ
こ
言

中
立
⇒
‥
‡
イ
笠
、
別
号
範
の
∠
《
ゼ
レ
ム

十

ユ
キ
二
の
三
言
三
㌢
∵
土
と
功
利
も
、
土
の

青
書
西
里
三
幸
?
字
義
、
詑
土
工

S
番
い
上
し
勤
笠
と
レ
ム
し
、
中
子
労
兜
阿

引
立
く
白
老
レ
∴
㌦
子
持
。
上
土
を
千
番
妄

ユ
「
酋
暴
空
ユ
Y
人
口
-
E
̃
古
を
手
工

言
霊
五
重
、
詑
土
工
を
ギ
(
可
牽
引
ユ

有
毒
∴
㍊
帝
̃
事
乙
羊
)

中
耳
高
手
高
毒
舌

尊
卑
尊
卑
ネ
中
耳
立
の
食
中
毒
半
句
呼
名

引
立
ロ
コ
壬
、
匂
呼
名
エ
ペ
白
セ
レ
i
乙

割
土
器
藻
撥
存
立
早
の
Y
人
口
-
亡

卓
立
を
手

当
灘
諸
国
勤
の
五
割
主
立
日
種
軸
〇
十
土

手
辛
∴
∵
案
諸
事
雪
印
部
ユ
常
田

≒
可
半

可
雄
、
諸
上
土
i
千
号
可
空
士
の
匂
昨
砂

毒
筆
一
正
士
中
古
、
引
エ
ペ
白
ゼ
ナ
土
ム

・
ユ
キ
「
ア
ナ
可
フ
∴
こ
日
並
〆
た
ツ
ワ
咋
̃
古
̃

)
9
牽
引
の
9
ヰ
雪
忠
幸
藻
善
巧
討
士

鞠
「
田
割
認
諾
叢

∀
や
O
」

輯
善
報
乾
草
⑦
く
と
五
十

ヨ
8
用
千
葉
曙
琴
海

乙
-
乙
-
阜
埜
圭
崇
発
話
箔
喜
手

相
⊥
一

〇
月
手
工
言
意
思
雲
」
イ
「
⊃
\
聖
う
こ
く

り
登
の
畔
⑦
車
載
聖
ユ
コ
コ
⑦
宣
長
諾
叢

白
井
轟
、
闇
汁
騨
輩

̃
0

(
∀
・
目
白
言
の
雄
の
「
垂
・
困
苦
目
) 尊

王
之
γ
合
筆
ユ
∪
⊆
レ
丁
二
足
楯
凸

(
γ
尋
♀
く
く
芝
の
剰
・
習
酋
串
)

叱
る
千
言
不
平
、
雄
王
立
⑦
合
筆
雄
三
手
口
国
章
百
合
午
こ
ー

白
ユ
γ
華
、
生
半
ニ
l
蟄
剖
⑦
藷
叢
。
岬
こ
手
1
之
⑦
芝
悌
道
三
u
尋
こ
ー
青
草
-

畏
ふ
む
と
十
五
⑦
之
、
鮮
上
手
の
望
准
藍
藻
礁
罵
⑦
時
子
者
、
者
巧
手
者

壬
ユ
キ
「
三
丁
ロ
ユ
∪
芭
ゴ
曲
響
キ
∪
垂
芋
-
母
コ

〈尊三割昌幸幽曇訓話諾叢凝七日〉

酎割田圏
暴回

⑦γ♀田圃



1 楽器各部寸法表(いずれの数値も平均的なものです。) (単位mm)

弓全長振動絃長

ネックの長さ
(指板ナットより

表板の上端

まで)

駒位置
(表板上端より

f字の内側の
刻みまで)

側板幅
表、裏板

最広幅
表、裏板長さ全 長

6

6

8

9

5

1

7

3

-
」
し

5

4

4

者

寮

者

芳

名

米

寿

米

ヴ

ァ

イ
オ
リ
ン

5

6

5

9

6

・
4

6

6

6

大

中

小

ヴ
ィ
オ
ラ

5

5

1

8

2

1

刊
‖
S
S
S
器
‖
=

601‖り

3

9

8

6

9

8

0

8

-
」
し

7

7

6

者

者

労

芳

名

米

寿

チ

ェ

ロ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

鈴木バイオリン製造㈱、及び、 ㈲杉藤楽弓社提供の資料その他をもとに作成しました。
コントラバスの場合は楽器により寸法が大幅に違うため、空欄になっています。

比
べ
て
み
て
も
、
楽
器
の
全
長

(
渦
巻
き

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
エ
ン
ド
ピ
ン
の
付
け
根

ま
で
)

や
表
板
、
裏
板
の
長
さ
、
あ
る
い

は
、
.
絃
長
な
ど
の
比
率
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
す
ぐ
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
方
の
全
長
は
、
5
1
6
皿
前
後
で
、
フ

ル
サ
イ
ズ
は
、
5
8
9
皿
前
後
と
い
っ
た

寸
法
で
す

(
表
1
参
照
)
。

そ
れ
で
は
響
胴
内
の
容
積
か
と
い
う
と
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
米
の
分
数
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
と
フ
ル
サ
イ
ズ
を
比
べ
て
み
て
も
、

と
う
て
い
フ
ル
サ
イ
ズ
が
米
の
1
6
倍
の
大

き
さ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
我
々
製
作
者
仲

間
、
あ
る
い
は
実
際
に
分
数
楽
器
を
作
ら

れ
て
い
る
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
の
方
や
才
能

教
育
の
先
生
に
伺
っ
て
も
異
口
同
音
に
、

特
に
比
率
の
基
準
な
ど
と
い
う
も
の
は
無

く
、
便
宜
的
を
数
字
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
私
も
今
ま
で
全
く
疑
い
を
持
た

ず
に
、
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
原
稿
を
善
く
に
あ
た
り
、

響
胴
内
の
容
積
の
比
率
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
実
際
に
示
す
た
め
に
、
次
の
よ
う

に
容
積
を
計
っ
て
み
ま
し
た
。

私
の
息
子
が
使
っ
て
い
た
国
産
の
分
数

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

(
亮
と
寮
は
手
元
に
無
い

の
で
計
測
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
)

と
フ
ル

サ
イ
ズ
の
楽
器
の
で
字
孔
か
ら
、
直
径
3

鵬
程
の
発
泡
ス
チ
ー
ル
製
の
ビ
ー
ズ
状
の

物
を
、
で
き
る
だ
け
隅
々
ま
で
入
る
よ
う

20



丁Z

昨
瀞
脚
、
子
を
呈
斗
運
勢
)

喜
雪
の
致
寧

草
ざ
る
壷
垂
の
学
γ
荒
土
、
匂
昨
上

土
の
9
呼
薬
毒
打
避
暑
̃
卑
引
立
の
官
印

薬
毒
鞋
暑
、
工
で
寧
毒
草
マ
喜
、
諸
事
「

軍
言
完
璧
イ
種
寵
鞘
小
耳
で
千
二
号
印
漣
立

党
艮
牽
型
番
、
立
の
9
言
∵
言
」
羊
雑
考
雅

致
や
ユ
キ
利
器
藻
、
割
印
堆

〇
番
「
羊
了

を
唾
⇒
÷
ア
二
二
イ
昨
可
玉
田
判
相
貌
豊
玉

フ
ふ
j
孝

(
し
撃
)

掌
梁
上
の
輯
号
の
諾
叢

ユ
キ
「
÷
し
、
小
才
ふ
∵
∽
ヱ
I
、
ゴ
副
∵
霊
軍
営
の

ロ
コ
壬
、
古
労
ネ
名
工
「
学
割

\
主
薬

o
正
三
す
り
毒
づ
‥
`
堂

\
諸
の
有
言
雪
印
フ

軍
手
坪
を
。
+
萎
∴
∵
ユ
「
当
寺
剖
瀞
喫
̃

章
や
葦
叢
キ
ミ
羊
ゴ
引
写
喜
子
劃
峨
善
子

γ
埠
、
ネ
十
手
「
萬
艮
音
型
豊
の
/
有
セ

手
工
ム
礁
尊
コ
ネ
筆
写
《
c
∈
ざ
ま
鵜
杉
蟄
暑

孝
報
土
睡
塁
の
ヱ
レ
ム
右
了
、
ユ
「
五

〇
十
ユ
打
製
豊

の
/
白
享
子
∠
ム
擬
鴬
の
去

\
⑦
三
三
イ
車

「
ネ
《
丁
多
幸
迎
毒
だ
じ
享
子
心
有
/
、
諸

(
…
:
′
鵬
.
e
=
Z
\
[
=
厄
卜
や

′
記
章
e
川
南
卜
山
\
′
鵬
z
“
e
=
ミ
一
=
悟
卜
や
)

翫
単
五
9
管
主
マ
最
の
主
事
引

出
尋
ゝ
巧

(
…
…
、
者
、
労
、
労
)
標
甚

S
/
、
有
ゼ
ナ
∠
ム
凝
薫
、
録
写
し
。
土
手

む
き
ノ
書
き
=
母
、
フ
「
(
ざ
三
幸
煎
、
ん
卑

キ
ミ
H
=
㌻
Z
\
[
)
聖
二
の
名
、
心
管
主
名
の

X
レ
ム
有
∠
利
男
師
弟
善

\
判
型
葛
⑦
即

轟
の
/
信
幸
手
工
互
の
者
、
亀
畔
車
上

「
。
9
享
的
相
可
巧
輩
一
一

の
打
の
艶
豊
の
削
最
の
去
、
9
+
軽
尊
を

レ
ム
有
乙
、
引
く
信
幸
手
工
ム
嘘
老
」

〇
番
「
手
ユ
掌
霊
需
誓
千
、
千

の
箸
、
工
「
6
割
ギ
土
手
年
年
の
市
皆
の

嘉
撥
の
士
官
⑦
車
一
嘉
申
、
再
昨
樹
種
的
マ

灘
幸
運
事
乙
羊
「
土
中
理
工
正
雪
小
暮
J
、

隼
、
小
骨
キ
昨
日
牽
引
ユ
S
9
呼
別
辞
掌

萬
基
ん
判
も

\
呼
出
土
手
十
手
ネ
9
マ
善

く
互
、
6
呼
奇
説
9
呼
…
滞
京
や
買
叢
の
臓

豊

へ
番
手
。
上
土
阜
別
号
呼
諸
劃
親
鞘
や

避
暑
の
去
、
ユ
分
数
利
雛
の
壬
-
土
も
劃

親
、
牟
ユ
「
封
9
画
工
乙
手
演
習
認
宮
呼

利
き
首
の
瀞
童
も
雑
学
、
マ
喜
立
を
レ
ム

有
∠
。
+
手
首
尋
の
?
事
理
匂
切
立
鞘
韓

曳
ニ
ッ
可
;
㌢
い
、
フ
d
ニ
セ
コ
六
㌢
幸
い
早
「
布

コ
劫
、
「
上
土
乙
、
ギ
J
、
寮
布
零
封
ユ
打
点

凸
i
-
E
手
車
日

\
利
鞘
辞
の
諸
藩
嘘
薫

〇
番
「
看
ん
尊
堂

諸
子
二
雪
マ
呈
諸
フ
二
三
重
し
、
千
丁
凹
、
剖

坪
土
塊
勘
尊
を
ギ
小
芋
の
ロ
マ
蛇
エ
「
牽
轟

漣
孟
完
素
や
封
「
/
、
j
副
の
剛
、
妾
出
詑
当

主
ギ
ニ
ア
二
二
イ
詳
名
説
も
三
三
十
の
割
高
㍉

中
書
の
者
、
諸
上
土
の
孝
画
工
甘
ユ
乙
骨

子
薫
言
言
霊
装
甲
開
封
主
キ
/
、
古
書
標
の
匂

坪
去
ん
刺
し
も
、
別
事
吃
。
土
工
割
賦
善

の
乙
挙
詑
⑦
全
車
「
睡
良
妻
城
主
、
「
巧
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ら
出
っ
張
っ
て
い
る
分
と
側
板
の
厚
み
分

は
差
し
引
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す

が
)
、
及
び
側
板
の
高
さ
の
寸
法
に
対
す
る

分
数
楽
器
の
そ
れ
と
の
比
は
、
表
1
を
も

と
に
分
か
る
の
で
、
容
積
比
は
出
る
は
ず

で
す
.分

数
楽
器
の
表
板
や
裏
板
あ
る
い
は
側

板
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
フ
ル
サ
イ
ズ
の

ほ
と
ん
ど
縮
小
形
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

表
板
(
裏
板
)
の
横
幅
(
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
)

の
比
も
長
さ
の
比
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
米
と
フ
ル
サ
イ
ズ
の
表
板
の
長

さ
は
、
2
1
0
皿
と
3
5
5
皿
で
そ
の
比

十
♂

N
○
○
‥
窪
調
川
e
.
蜘
①
N
‥
H

と
な
り
、
横
幅
の
比
も
同
じ
で
す
か
ら
、

表
板
の
面
積
の
比
は
、

〇
.
怒
専
∴

]
廿
e
.
窪
‥
ト

で
、
亮
の
表
板
の
面
積
は
、
フ
ル
サ
イ
ズ

の
だ
い
た
い
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
側
板
の
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
、

2
2
皿
と
3
1
皿
で
す
の
で
、
そ
の
比
は
、

N
N
‥
∽
-
廿
e
.
『
ト
‥
H

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
容
積
比
が
出

ま
す
。

e
.
∽
蜘
×
e
.
ご
‥
-
=
e
.
∞
阜
∞
蜘
‥
H

見
事
に
表
2
の
結
果
と
同
じ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
表
板
や
裏
板
を
平

板
な
も
の
と
し
て
見
て
い
ま
す
が
、
ア
ー

チ
の
部
分
の
容
積
比
は
平
板
な
も
の
の
容

積
比
と
同
じ
と
見
て
良
い
の
で
、
こ
の
部

分
を
省
い
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
求
め
た
も
の
が
表

3
で
す
。

表
3
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
部
分
を
見
ま

す
と
、
寿
だ
け
平
方
根
の
値
と
誤
差
が
大

き
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
実
測
値
で

も
他
の
も
の
と
比
べ
る
と
誤
差
が
大
き
か

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
息
子
の
場
合
、

亮
か
ら
米
を
省
い
て
亮
を
与
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
見
比
べ
ま
す
と
、
や
は
り

亮
が
間
に
な
い
と
、
い
き
な
り
楽
器
が
大

き
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
。私

が
考
え
ま
す
に
は
、
亮
が
通
常
の
大

き
さ
で
な
く
、
計
算
ど
お
り
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
き
っ
と
亮
と
ソ
生
の
間
で
、
同
じ
よ

う
に
大
き
さ
の
変
わ
り
方
が
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
米
と

亮
の
平
方
根

(
計
算
上
の
フ
ル
サ
イ
ズ
に

対
す
る
容
積
比
)
は
約
0
・
3
1
6
と
0
・

3
5
4
で
、
あ
ま
り
差
が
な
い
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
推
測
で
す
が
、
計
算
ど
お
り
に
作

っ
た
の
で
は
、
亮
、
亮
、
者
の
間
で
大
き

さ
の
変
化
が
う
ま
く
行
か
な
い
た
め
、
亮

を
計
算
よ
り
少
し
大
き
め

(
実
質
的
に
は
、

亮
位
)

に
作
り
、
そ
、
の
代
わ
り
に
米
を
入

れ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
計
算
ど
お
り
と
い
う
こ
と
に

こ
だ
わ
れ
ば
、
い
っ
そ
亮
、
亮

(
又
は

米
)
、
米
、
者
:
…
‥
と
い
う
並
び
方
に
変

え
た
ほ
う
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

次
に
、
表
3
の
分
数
チ
ェ
ロ
に
つ
い
て

見
て
み
ま
す
と
、
寮
を
除
い
て
容
積
比
は

だ
い
ぶ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
は
違
い
規
則
性

は
無
い
よ
う
で
、
チ
ェ
ロ
の
場
合
は
、
便

宜
的
な
呼
び
名
だ
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
比
べ
る
と
、
表
板

(
裏
板
)

の
縮
小
率
や
、
特
に
側
板
の
縮

小
率
が
小
さ
い
楽
器
ほ
ど
だ
い
ぶ
違
、
つ
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
多
分
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
同
じ
よ
う
に
す
る
と
、
使
い
に
く
い

大
き
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
に
な
る
と
、
ま
た
ど
う
い

う
訳
か
、
容
積
比
は
平
方
根
の
値
に
近
づ

く
よ
う
で
す
。

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
を
こ
と
が
偶
然

の
一
致
で
起
き
た
こ
と
な
の
か
、
初
め
に

分
数
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
考
え
た
人
が
数
学

的
に
作
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
私
の

よ
う
な
算
数
、
数
学
を
学
校
で
習
っ
た
だ

け
の
者
で
も
分
か
っ
た
こ
と
で
す
の
で
、

き
っ
と
数
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
作
ら
れ

た
の
で
は
を
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
、
数
年
前

に
見
知
ら
ぬ
方
か
ら
、
分
数
ヴ
ァ
イ
オ
リ

二二/〇一二重露琴≡‾

◆◇楽器の事典 ノ ス◇◆

VIOLIN重鍾望BOW 躍醸

〇〇〇〇i
22



拍IIIコZ鵜-各少

々イ′-ま審

8Z

〇、 1 ‡萄〉漂白に1裳亀省二億陛短吟生の珊割習牟ユり鴇弓や器薫

伸上O"鰐"脚0寝言晋結露義之

枕リセp
団¶門閥幽閉

〃“年I草笛、「草で手書ユ〉基「土牛薄葦

(直話案鼻、「華)事礁ロコ壬・利幸I〉′⑦管のY半音

在勤討書l祥訴〇十手引都亭主「藻○藻草千川擬声黙〇

千エ「郵都器薄黒∠′レ一幸。十手勺象(凋剃軌のγ専〉事,

:闇藻十・瑠薄思、羅薄謝習、縦帯都、認薄幸‡半、盤薄々雷、「′

同感田◎専駐愚問詔の割飴

(刊」の去)
酬⑦き亡く⊆み壬・

年子⊆⊆!I ・ 1I-ふく

(諾叢鞘普)
乏し1を\1α劉⊆ピコ

・ロエ壬・たでI幸子)l

(藍藻狸)
耐□亡五つ・十一1I∠

・く世子、乙五〇 <一出

て口十・十′ィ、\′く三十

(諾叢島)

小
母
ラ
÷
羊
蓑
の
種
∴
∵
ユ
坪
d
三
者
÷
イ
二
了
と

当
と
「
ふ
、
フ
;
二
幸
、
干
上
拳
電
工
で
崇
も

車
乞
い
∵
三
雄
q
三
の
掌
の
去
、
6
掌
ユ
γ

謡
い
哲
子
小
耳
ま
頭
割
喜
礁
卑
朗
言
動
̃

○
十
手

詑
卓
立
の
孝
乙
尊
卑
主
立
勘
証
や
苺
団
の

孝
乙
手

\
引
濯
却
S
去

へ
も
呼
諸
事
孝
可

塑
‡
誓
書
字
、
い
う
、
昨
可
牽
引
正
の
9

古
土
「
乙
主
項
「
く
坪
「
二
塁
辞
す
毒
害
葦
の
/

%6“丁丁 丁6L“0 LOL’0 
∴‡ 

%丁O L98“0 998●0 ∴
手 

%0 丁 丁 ∵三 

%8S 鈍丁●0 9工9“0 当: 

%6’L8 乙乙’0 粥8●0 ㍉ 

%Z.6Z 閃8’0 §●0 ∵
□ 

%6’9Z L丁g’0 LOL●0 タイェ 

%§●ウ丁 0ウL.0 998“0 寮
壬 

%ウ●0 丁96●0 §86●0 
∵ 

%0 丁 丁 ∵ 

%ウ’0 6ウZ’0 §Z●0 ツイ 

%8●z 9Z8●0 9丁8●0 ツイ 

%弼 6飾.0 暗8“0 

∵: 
%8●9丁 699●0 9“0 

者∴ゼ 

%8’0 8丁L’0 LOL●0 名∴′ 

%8’乙 9ウ8’0 998●0 

∴三 ㌧ %ウ u6“0 986’0 

%0 丁 I 者’ 

苦∴∴詫 抑蟹苺 (割く∴隼言玉) 

⑦丁竜∴惜 柑∴聾∴畢 




